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 （プロ）レニン受容体は組織におけるレニン−アンジオテンシン−アルドステロン系の
調節に重要な役割を担っている。（プロ）レニン受容体の細胞外領域は切断され、可溶
型（プロ）レニン受容体として血中に分泌され、これは組織レニン−アンジオテンシン−
アルドステロン系の活性を反映するバイオマーカーとなる可能性が示唆されている。ま
た、レニン阻害薬である、アリスキレンの単剤での臓器保護作用や安全性については未
だ不明な点が多い。そこで、アリスキレン単剤によるレニン−アンジオテンシン−アルド
ステロン系の阻害が腎臓と血管系に与える影響を検討し、更に血清可溶型（プロ）レニ
ン受容体が高血圧を合併した慢性腎臓病患者において、アリスキレンの効果、または副
作用発現の予測因子となり得るかを検討した。当院の外来に通院する39人の慢性腎臓病
を合併した高血圧患者を無作為にアリスキレン投与群とアムロジピン投与群に割り付け
た。腎機能・血管機能の指標と血清可溶型（プロ）レニン受容体を含むレニン−アンジオ
テンシン−アルドステロン系の構成要素を治療前、治療開始12週間後と24週間後に測定
し、検討した。両群間で治療前後での血圧降下度に有意差は認めなかった。尿中アルブ
ミン排泄量、尿中タンパク排泄量とcardio-ankle vascular index はアリスキレン群で治療
後に有意に低下した。アリスキレン群では血漿レニン濃度は有意に上昇し、血漿レニン
活性と血漿アルドステロン濃度は有意に低下した。両群において治療前後で血清可溶型
（プロ）レニン受容体の値に有意な変化は認めなかったが、アリスキレン群では血清可
溶型（プロ）レニン受容体の基礎値と血漿アルドステロン濃度の変化量に負の相関を認
めた。つまり、可溶型（プロ）レニン受容体が高値を示す患者ではアリスキレンによる
血漿アルドステロン濃度の低下が大きかった。一方、循環レニン−アンジオテンシン−ア
ルドステロン系の構成要素となる血漿レニン活性と血漿アルドステロンの変化量の間に
は相関は見られなかった。アリスキレン単剤によるレニン−アンジオテンシン−アルドス
テロン系の阻害は血圧降下作用とは独立して腎・血管に保護的に作用した。また、血清
（プロ）レニン受容体は副腎における（プロ）レニン受容体を介したアルドステロン産
生を反映する可能性が示唆され、アリスキレンは副腎における組織レニン−アンジオテン
シン−アルドステロン系を阻害することにより副腎におけるアルドステロン産生を抑制す
る可能性が考えられた。  
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